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衆
議
院
議
員
田
中
慶
秋
君
提
出
Ｂ
Ｉ
Ｓ
規
制
の
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

金
融
機
関
に
お
い
て
は
、
適
切
な
資
産
査
定
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
健
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
す
べ
て
の
金
融
機
関
に
共
通
す
る
原
則
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一
方
、
こ
う
し
た
原
則
の
下
で
、
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
平
成
十
一
年
金
検
第
百
七
十
七
号
金
融
監
督
庁
長
官
決
定
）

に
お
い
て
は
、
金
融
機
関
の
規
模
や
特
性
を
十
分
踏
ま
え
、
そ
の
機
械
的
画
一
的
な
運
用
に
陥
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と

と
す
る
旨
繰
り
返
し
明
記
す
る
と
と
も
に
、
特
に
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
等
の
主
な
取
引
先
で
あ
る
中
小
企
業
、
零
細
企

業
等
に
対
す
る
債
権
に
つ
い
て
、そ
の
特
殊
性
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
資
産
査
定
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
等
に
つ
い
て
の
別
の
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

平
成
十
五
年
三
月
末
に
流
動
性
預
金
全
額
保
護
の
特
例
措
置
の
終
了
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
、

そ
れ
に
向
け
て
金
融
機
関
が
経
営
の
健
全
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
金
融
庁
に
お
い
て
も
、

今
後
と
も
預
金
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
よ
り
強
力
な
金
融
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
る
べ
く
最
善

一



の
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

預
金
保
険
制
度
の
保
険
金
支
払
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
「
特
例
措
置
終
了
後
の
預
金
保
険
制
度
及
び
金
融
機
関
の
破
綻
処

理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
一
年
十
二
月
二
十
一
日
金
融
審
議
会
答
申
）
で
「
現
行
の
保
険
金
支
払
限
度
額
は
一
千

万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
我
が
国
の
一
人
当
た
り
の
平
均
貯
蓄
残
高
や
諸
外
国
の
水
準
、
保
険
料
負
担
の
増
加
等
を
勘
案
す

る
と
、
こ
の
水
準
を
引
き
上
げ
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。
」
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
現
時
点
で
保
険
金
支
払
限
度
額
を
引

き
上
げ
る
理
由
は
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
今
後
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
応
じ
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
適
切
に
対
処
し
て

い
く
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

預
金
保
険
制
度
の
趣
旨
は
、
少
額
預
金
者
を
保
護
し
、
も
っ
て
信
用
秩
序
の
維
持
を
図
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
制

度
の
趣
旨
に
か
ん
が
み
る
と
、
金
融
機
関
の
業
態
に
着
目
し
て
、
都
市
銀
行
に
つ
い
て
の
保
険
金
支
払
限
度
額
と
信
用
金
庫
、

信
用
組
合
等
に
つ
い
て
の
保
険
金
支
払
限
度
額
に
差
を
設
け
る
こ
と
は
、
適
当
で
な
い
と
考
え
る
。

二


